
名
古
屋
の
町
医
師
姓
名
録
は
寛
政
八
年
か
ら
元
治
慶
応
年
間
に
か
け
て
七
冊
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
天
保
五
甲
年
（
一
八
三
四
）

（
一
）
（
一
一
）

の
『
書
家
姓
名
録
』
は
町
医
師
二
代
目
野
村
立
栄
が
天
保
五
年
二
月
に
起
筆
し
、
同
年
十
月
八
日
収
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
御
用

懸
、
御
目
見
得
、
一
段
席
、
二
段
席
、
三
段
席
、
町
組
医
師
の
順
に
姓
名
、
出
身
地
、
父
名
、
修
業
年
月
、
教
授
師
名
、
専
攻
科
、
住
居
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
書
き
方
は
人
物
に
よ
り
詳
細
な
も
の
か
ら
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
ま
で
種
々
み
ら
れ
る
が
、
概
要
は
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
こ
の
『
薔
家
姓
名
録
』
を
資
料
と
し
、
各
項
目
に
つ
い
て
統
計
的
に
解
析
し
、
幕
末
時
、
名
古
屋
の
町
医
を
主
体
と
し
た
医
師
像
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

表
一
（
本
稿
末
に
掲
載
）
に
本
書
に
登
録
さ
れ
て
い
る
医
師
二
三
七
名
の
氏
名
、
出
身
地
、
親
名
、
入
門
お
よ
び
壱
人
立
年
、
師
名
、
専
攻

。
（
一
二
）

科
を
原
本
の
順
序
に
従
い
示
し
た
。
以
下
の
項
目
は
こ
の
表
を
基
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
一
に
代
表
的
な
実
例
を
二
段
席
医
伊
藤
圭
介

（
四
）

（
表
一
虹
、
以
下
医
師
名
下
の
番
号
は
表
一
内
の
医
師
番
号
を
示
す
）
、
お
よ
び
三
段
席
医
東
方
令
達
（
表
一
噸
）
に
つ
い
て
示
す
。
表
一
の
見

は
じ
め
に

一
結
果
お
よ
び
考
察

統
計
的
に
み
た
天
保
期
名
古
屋
の
医
師
像

和
罐
篝
嚥
壁
詳
醗
鐇
病
平
成
元
年
十
月
四
日
受
付

山
内
一
信
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｜
聿
淵
蝿
蝉
噸
幡
蝿
翻
唖
梱
蝿
噸
哩
纒
幅
蝿
哩
鋼
魑
鯛
鮒
麹
顔
團
岬
一
即
れ
以
下
の
一
、
二
、
三
段
席
医
は
そ
の
予
備
群
と
も
と
れ

る
。
御
目
見
得
医
以
上
は
三
五
名
と
全
体
の
一
五
。
ハ
ー
セ

（
五
、
六
）

ン
ト
で
あ
っ
た
。
当
時
医
師
の
地
位
を
藩
医
の
尾
張
藩
諸
役
人
御
役
名
座
席
位
か
ら
推
測
し
て
も
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
町
医
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
藩
主
に
謁
見
が
可
能
に
な
る
と
い
う
あ
る
程
度
の
特
権
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
藩
医
は
典
医
、
奥
医

師
、
奥
医
師
格
、
奥
詰
医
師
、
番
医
師
、
寄
合
医
師
、
小
普
請
医
師
、
御
目
見
得
済
（
官
医
の
子
弟
で
謁
見
済
の
も
の
）
と
位
分
け
が
あ
つ

（
七
）

た
。
天
保
年
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
、
一
二
、
二
、
四
、
一
六
、
二
○
、
四
、
一
三
名
と
計
七
三
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
奥
医
師
、
奥

詰
医
師
、
番
医
師
の
半
分
は
定
府
（
江
戸
詰
）
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
町
医
と
合
せ
る
と
、
三
百
名
余
り
の
医
師
が
名
古
屋
に
在
住
し
て
い

（
七
、
八
）

た
こ
と
に
な
る
。
名
古
屋
人
口
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
一
二
六
八
○
八
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
人
口
か
ら
人
口
十
万
人
に
対
す
る

（
九
）

医
師
数
を
求
め
る
と
一
八
七
人
と
な
る
。
一
九
八
七
年
の
医
療
行
政
資
料
調
査
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
一
五
○
・
六
人
と
比
べ
か
な
り
高
い
。
当

時
、
名
古
屋
の
医
師
は
単
な
る
比
率
の
上
か
ら
は
不
足
し
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

褥
致
垂
冷
一

宗

i－－

’
ｌ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
。
‐
Ｉ
Ｉ
ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

伊藤圭介および東方令達について

の記載例

方
は
そ
の
末
尾
注
に
記
し
た
。

（
一
）
医
師
の
階
級
と
そ
の
数
（
表
一
、
二
）

町
医
二
三
七
名
の
内
訳
は
、
御
用
懸
一
六
名
、
御
目
見

得
医
二
○
名
、
一
段
席
医
二
六
名
、
二
段
席
医
七
一
名
、

三
段
席
医
五
五
名
、
町
組
医
師
四
九
名
で
あ
っ
た
。
町
医

に
お
い
て
も
藩
主
に
謁
見
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、

謁
見
を
了
し
た
町
医
を
御
目
見
得
医
と
称
し
て
お
り
、
そ

れ
以
下
の
一
、
二
、
三
段
席
医
は
そ
の
予
備
群
と
も
と
れ

380（16）



篭
そ商農武医

の工

他家家家家

医
師
の
出
身
は
父
の
職
業
お
よ
び
出
身
地
か
ら
推
測
し
て
、
医
家
、
武
家
、
農
家
、
商
（
工
）
家
、
そ
の
他
（
不
明
を
含
む
）
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
医
家
出
身
者
は
一
二
七
名
で
、
全
体
の
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
分
以
上
を
占
め
、
農
、
商
（
工
）
、
士
と
続
い
て
い
る
。
勿

（
四
、
六
）

論
農
家
、
商
家
と
い
っ
て
も
名
字
を
有
し
て
い
る
比
較
的
よ
い
家
柄
の
出
身
者
も
少
な
く
は
な
い
。
武
家
で
は
藩
士
の
家
来
で
次
男
と
か
弟
、

あ
る
い
は
百
人
組
同
心
、
御
先
手
同
心
、
御
徒
格
小
普
請
と
い
っ
た
よ
う
な
比
較
的
身
分
の
低
い
武
士
が
町
医
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

医
家
出
身
者
の
中
で
二
代
目
は
六
二
名
、
三
代
目
二
八
名
、
四
代
目
一
○
名
、
五
代
目
一
二
名
、
六
代
目
三
名
、
七
代
目
八
名
、
八
代
目
一
名
、

九
代
目
二
名
、
十
二
代
目
一
名
で
あ
り
、
、
二
代
目
は
四
九
。
〈
１
セ
ン
ト
、
三
代
目
以
上
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
代
食
医
家
を
な
し
て
い
た
も
の

も
少
な
く
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
養
子
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
一
五
名
翠
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
医
師
の
姓
と
父
の
姓

と
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
養
子
を
と
っ
て
い
た
医
家
は
も
っ
と
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
医
家
を
絶
や
さ
な
い
努
力
が
な
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

表
二
段
席
別
出
身
別
医
師
数

（
二
）
父
お
よ
び
出
身
（
表
二
）

た
だ
し
医
家
出
身
一
二
七
名
の
中
に
は
御
用
懸
で
一
名
、
一
段
席

で
三
名
、
二
段
席
で
二
名
が
農
家
か
ら
、
二
段
席
で
一
名
が
武
家
か
ら

医
家
に
養
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
医
家
に
含
め
た
。

三1
両I

御
用
懸

一
六
一
二
つ
一
二
六
一
壱
一
一
五
三
一
四
九
二
一
二
七

御
目
見
得六

席蔑四四ニニフ言

二
段
席一

二
一
一
一造六四

三
段
席

四六九一実

町
組
一
計

一
つ

一
つ

一
一
一三

一三三三三二二三
一三ノー&一宮一宮

（
三
）
師
（
表
三
）

入
門
し
た
師
の
氏
名
が
二
回
以
上
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
多
い
順
に

（
一
○
）

表
三
に
列
挙
し
た
。
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
浅
井
平
之
丞
で
一
七
名
と

多
く
、
次
い
で
菅
屋
順
詮
九
名
、
神
波
船
樹
八
名
と
続
く
。
浅
井
平
之
丞

は
藩
主
徳
川
継
友
が
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
京
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
迎
え

た
名
医
浅
井
東
軒
か
ら
四
代
目
の
貞
庵
で
あ
る
。
浅
井
家
は
代
々
名
古
屋

の
医
師
の
都
督
と
な
っ
て
、
医
療
界
を
取
り
締
ま
り
、
医
師
に
な
る
た
め

（
一
一
）

の
試
問
も
行
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
弟
子
達
も
多
く
な
っ
た
こ
と
は
必
然
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＊
は
尾
張
藩
医
入
門
者
も
み
ら
れ
、
京
の
吉
益
周
助
に
四
人
、

賀
川
玄
悦
お
よ
び
加
藤
道
一
に
そ
れ
ぞ
れ
三
人
、
香
川
太
沖
に
二
名
、
そ
の
他
に
も
京
へ
の
就
学
者
は
比
較
的
多
か
っ
た
。
大
垣
の
江
馬
春
齢

に
は
三
人
、
紀
州
の
花
岡
随
賢
に
は
二
人
と
関
西
方
面
へ
の
修
行
が
通
常
で
あ
り
、
江
戸
へ
の
修
行
者
は
二
名
み
ら
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
父
が
医
家
で
あ
っ
た
も
の
は
一
二
七
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
一
名
（
五
六
・
ハ
ー
セ
ン
ト
）
は
実
父
ま
た
は
祖
父
、

門
人
数

（
人
）

表
三
師
と
門
人
数

四五プ〈‐首ノーミナ山石三三＝

師
名

＊
浅
井
平
之
丞

菅
屋
順
詮

神
波
船
樹

筈
吉
田
玄
覚

岩
田
公
澤

＊
柴
田
龍
溪

＊
浅
野
春
道

喜
多
川
隆
先

浅
井
宗
達

加
藤
道
一

奈
倉
中
庵

＊
石
井
隆
庵

岡
本
杏
里

永
坂
周
二

沼
波
仲
達

守
田
意
推

田
中
倉
吉

永
坂
神
波
大
鶴

＊
小
鹿
中
西
井
上
神
波
沼
波

＊
林香
川
永
坂
花
岡
宮
田

隆随順太良周首専橘淳活瑞養
輔賢治沖澤達七庵造庵庵泉二

河
合
秋
山

竹
内
寿
山

＊
大
河
内
存
真

沼
波
橘
翁

江
馬
春
齢

桜
井
養
益

舟
橋
貫
道

＊
平
野
春
策

亀
井
宗
達

永
野
徳
元

花
田
良
助

山
田
梁
山

長
束
家
元

＊
勝
田
三
雪

馬
嶋
大
智
坊

岡
田
正
弼

柴
田
洞
元

丸
淵
仲
山

＊
山
碕
専
三

河
田
主
計

奈
倉
道
庵

花
田
恕
助

山
本
太
一

野
村
伊
藤
吉
益
賀
川
竹
野
八
木
井
深
河
田
西
山
箕
浦
和
田

立
栄
玄
澤
周
助
玄
悦
正
卓
養
碩
玄
碩
東
作
玄
道
祥
貞
桃
山

の
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
方
で
は
小

野
蘭
山
の
流
れ
を
く
む
浅
野
春
道
、
大
河
内
存

真
、
菅
屋
順
詮
、
岡
田
正
弼
、
西
山
玄
道
ら
も

一
派
を
形
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
先
人
達
は
伊
藤
圭
介
（
虹
）
ら
が
幕
末
時
種

痘
所
や
明
治
三
年
頃
に
名
古
屋
藩
に
病
院
設
立

（
一
一
一
）

の
建
議
を
す
る
源
流
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

師
の
な
か
で
尾
張
藩
医
で
あ
っ
た
も
の
は
、

浅
井
平
之
丞
、
柴
田
龍
溪
、
小
鹿
淳
庵
、
吉
田

玄
覚
、
勝
田
三
雪
、
平
野
春
策
、
石
井
隆
庵
ら

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
藩
医
に
も
武
家
以
外
の
も

の
が
多
く
入
門
し
て
お
り
、
子
弟
関
係
を
結
ぶ

上
で
あ
ま
り
身
分
上
の
差
異
は
関
係
し
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
名
古
屋
以
外
の
師
へ
の
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兄
、
伯
父
が
師
で
あ
り
、
二
名
は
養
父
が
師
で
あ
っ
た
。
養
父
が
師
と
い
う
よ
り
も
、
み
こ
ま
れ
て
養
子
に
な
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
入
門

し
た
師
の
数
は
師
一
名
の
も
の
は
一
四
八
名
（
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
師
二
名
の
も
の
は
五
七
名
、
師
三
名
の
も
の
は
二
○
名
、
師
四
名
の
も

の
は
六
名
で
、
通
常
一
名
で
あ
っ
た
が
、
修
業
途
中
に
師
が
病
死
し
た
場
合
に
は
他
の
師
に
入
門
し
た
。
な
か
に
は
五
人
あ
る
い
は
七
人
の
師

に
入
門
し
て
い
る
医
師
も
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
み
ら
れ
、
勉
学
の
熱
意
も
う
か
が
わ
れ
る
。

弟
子
が
師
を
ど
の
よ
う
に
決
め
る
か
に
つ
い
て
は
興
味
が
も
た
れ
る
が
、
本
書
に
は
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
載
が
な
い
。
も
ち

ろ
ん
父
あ
る
い
は
縁
者
が
弟
子
取
り
を
許
さ
れ
た
医
師
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
こ
へ
の
入
門
が
多
く
な
ろ
う
。
ま
た
山
田
玄
案
（
幻
）

の
項
に
「
私
儀
生
所
笠
松
御
郡
代
御
支
配
所
美
濃
中
島
郡
三
柳
村
山
田
玄
硯
忰
に
て
祖
父
同
姓
玄
知
よ
り
御
医
師
高
橋
玄
仙
様
三
代
相
伝
の

門
人
に
て
寛
政
十
午
六
月
入
門
文
化
二
丑
十
二
月
壱
人
立
文
化
八
未
二
月
廿
六
日
三
段
文
化
十
酉
三
月
廿
日
二
段
文
政
三
辰
三
月
廿

九
日
一
段
」
と
あ
る
よ
う
に
祖
父
か
ら
三
代
に
わ
た
っ
て
師
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
特
別
な
例
と
し
て
も
な
ん
ら
か
の

関
わ
り
が
あ
る
場
合
が
多
い
と
想
像
す
る
。
た
だ
名
古
屋
以
外
の
郡
部
出
身
者
、
た
と
え
ば
箕
浦
祥
貞
（
調
）
、
伊
藤
春
甫
（
伽
）
、
山
本
佳

一
（
皿
）
、
浅
野
泰
二
（
Ⅷ
）
、
林
道
栄
（
脱
）
、
伍
明
天
助
（
剛
）
、
林
宗
二
（
剛
）
ら
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
身
地
の
郡
ま
た
は
村
に
弟
子

取
り
を
許
さ
れ
た
医
師
が
お
れ
ば
、
ま
ず
そ
の
門
を
た
た
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
四
）
修
行
年
数
（
表
四
）

修
行
年
数
は
入
門
年
月
か
ら
壱
人
立
年
月
ま
で
の
期
間
を
求
め
た
。
月
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
年
単
位
で
算
出
す
る

と
、
平
均
値
は
一
○
年
五
ヵ
月
（
標
準
偏
差
三
年
四
ヵ
月
）
で
、
九
年
修
行
者
が
四
九
名
、
一
○
年
が
二
一
名
、
二
年
が
一
八
名
、
一
二
年

が
一
二
名
と
、
九
か
ら
一
二
年
の
修
行
者
は
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
五
、
六
年
と
短
い
も
の
か
ら
、
二
○
、
二
八
年
と
著
し

二
三
、
一
四
）

く
長
い
も
の
ま
で
見
ら
れ
た
。
医
師
に
な
る
た
め
の
修
行
年
限
は
明
治
三
年
に
出
さ
れ
た
一
人
立
療
治
願
の
届
か
ら
判
断
す
る
と
一
○
年
以
上

が
規
定
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
修
業
年
数
も
一
○
年
（
九
年
数
ヵ
月
は
一
○
年
と
み
な
す
）
を
一
応
の
目
安
と
し
た
よ
う
で
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専
攻
科
の
明
記
さ
れ
て
い
る
医
師
数
は
一
六
六
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
本
道
は
一
六
○
名
と
著
し
く
多
か
っ
た
。
明
記
し
て
な
い
も
の
も
ほ

と
ん
ど
は
本
道
と
思
わ
れ
、
や
は
り
基
本
は
内
科
で
あ
っ
た
。
続
い
て
外
科
、
小
児
科
、
針
、
金
瘡
と
続
き
、
口
中
科
、
眼
科
は
極
め
て
少
な

か
っ
た
。
蘭
学
系
は
二
名
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
蘭
学
を
学
ん
だ
医
師
は
も
っ
と
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
伊
藤
圭
介
は
文
政
十
年
か
ら
十
一

（
二
一
）

年
に
殉
国
ぐ
。
昌
醗
ｇ
ｏ
匡
（
シ
ー
ポ
ル
ト
）
に
入
門
し
、
蘭
学
を
学
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
書
の
著
者

（
一
一
）

野
村
立
栄
（
“
）
に
し
て
も
し
か
り
で
あ
る
。
当
時
医
師
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
た
浅
井
家
が
漢
方
医
学
重
視
、
蘭
方
医
排
斥
の
方
針
を
と
っ

て
い
た
た
め
、
そ
の
記
載
を
差
控
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
一
）

わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
壱
人
立
の
月
に
そ
の
傾
向
は
承
ら
れ
な
か
っ
た
。

専
攻
科
一
本
道
外
科
小
児
科
産
婦
科
針
金
瘡
眼
口
中
蘭
学

人
数
一
一
否
四
三
三

人
数
一
一
三
七
《
男
一
二
一
〈
三
一
〈
《
一
五
一
一
一

修
行
年
数
一
五
一
〈
七
〈
九
一
つ
二
三
三
一
四
一
三
一
六
二
一
二
｜
〕
三
二
八

平
均
値
、
一
○
年
五
ヵ
月
。
標
準
偏
差
、
三
年
四
ヵ
月
。

表
五
専
攻
科
の
分
布

表
四
修
行
年
数
と
平
均
値

（
五
）
専
攻
科
（
表
五
）

九
一
〈
一
三
四
三
二

計|雪

あ
る
が
、
必
ず
し
も
一
○
年
を
必
要
と
は
し
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

壱
人
立
の
月
を
調
べ
て
承
る
と
、
一
月
一
三

名
、
二
月
九
名
、
三
月
七
名
、
四
月
四
名
、
五
月

六
名
、
六
月
二
名
、
八
月
七
名
、
九
月
四
名
、
十

月
五
名
、
十
一
月
三
名
、
十
二
月
九
名
と
、
一
月

を
ピ
ー
ク
と
し
て
十
二
月
、
二
月
、
三
月
の
冬
か

ら
春
に
多
か
っ
た
。
壱
人
立
の
試
問
は
春
秋
に
行
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天
保
期
名
古
屋
の
町
医
師
数
は
人
口
に
対
す
る
比
率
か
ら
は
現
在
よ
り
も
む
し
ろ
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
医
家
出
身
者
は
五
○
・
ハ
ー
セ

ン
ト
余
り
で
あ
っ
た
が
、
下
級
武
士
や
、
農
、
商
家
か
ら
医
師
に
転
じ
た
も
の
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
師
の
数
は
浅
井
平
之
丞
ら
名
古
屋
在

住
の
医
師
が
多
か
っ
た
が
、
中
に
は
京
を
中
心
と
し
た
関
西
に
師
を
求
め
る
も
の
も
翠
ら
れ
た
。
ま
た
師
は
通
常
一
人
で
あ
っ
た
が
、
数
名
の

師
に
入
門
し
た
も
の
も
染
ら
れ
た
。
医
家
出
身
者
の
師
は
実
父
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
修
行
年
数
は
平
均
十
年
五
ヵ
月
で
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
の
も
の
は
本
道
を
専
攻
し
た
。
浅
井
平
之
丞
ら
漢
方
医
へ
の
入
門
者
が
多
く
、
蘭
方
を
学
ん
だ
も
の
は
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
名
古

文
政
八
酉
九
月
賀
嶋
道
圓
様
入
門
剃
髪
天
保
四
巳
九
月
大
久
保
修
治
入
門
岡
田
豊
蔵
剃
髪
改
名
宗
順
也

支
配
勘
定
役
頭

住
居
上
宿
泥
町
御
条
口
領
也
柳
川
兵
治
借
家
一
一
テ
鈴
木
玄
訶
隣
也
当
時
独
者
也
当
午
三
十
才
也
」

こ
の
意
味
は
、
「
試
問
は
三
人
の
係
り
の
者
が
三
、
四
問
試
問
し
、
壱
人
立
御
免
と
な
っ
た
の
で
、
酒
を
持
参
し
筆
者
の
と
こ
ろ
に
報
告
に

き
た
。
岡
田
宗
順
は
賀
嶋
道
圓
お
よ
び
大
久
保
修
治
の
二
人
の
師
に
入
門
し
、
九
年
一
ヵ
月
の
修
行
の
末
一
人
前
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
借
家
住

い
で
、
年
は
三
十
歳
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
試
問
は
十
月
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
浅
井
平
之
丞
が
直
接

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
。

（
六
）
試
問

（
一
一
）

試
問
に
つ
い
て
は
浅
井
平
之
丞
が
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
興
味
あ
る
記
載
が
岡
田
宗
順
（
湖
）
の
項
に
あ
る
。

「
町
組
岡
田
宗
順
十
月
一
九
日
壱
人
立
御
免
天
保
五
甲
午
年
十
月
廿
一
日
生
所
犬
山
名
栗
町
元
家
中
ノ
伜
内
食
出
居

十
月
十
七
日
夜
試
問
有
故
神
波
延
仲
宅
年
番
三
人
出
三
四
方
承
候
所
相
応
一
一
行
届
候
旨
相
達
十
八
日
末
前
也
同
十
九
日
御
免

ま
と
め

廿
日
酒
配
壱
升
持
参
未
下
也

385 、
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屋
医
学
界
は
漢
方
主
流
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
、
天
保
期
は
明
治
維
新
に
向
か
っ
て
西
洋
医
学
に
流
れ
が
変
ら
ん
と
す
る
芽
生
え
が
出
て
き

つ
つ
あ
っ
た
時
代
と
も
と
れ
る
。

文
献
（
一
）
野
村
立
栄

（
一
こ
安
藤
次
郎

五
十
年
）
。

（
ご
『
名
古
屋
市
史
」
「
人
物
編
第
二
伊
藤
圭
介
」
五
一
四
頁
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
年
）
。

（
ｇ
山
内
一
信
「
化
政
天
保
期
の
書
家
医
家
ｌ
東
方
令
達
Ｉ
」
『
郷
土
文
化
』
四
一
巻
二
九
’
三
四
頁
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
。

全
）
『
愛
知
県
史
別
巻
』
「
尾
張
藩
諸
役
人
御
役
名
座
席
順
」
六
一
○
’
六
二
○
頁
、
愛
知
県
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
年
）
。

（
ご
松
平
昌
夫
「
尾
西
市
医
師
会
前
史
」
『
尾
西
市
医
師
会
三
十
年
史
』
一
’
一
八
六
頁
、
尾
西
市
医
師
会
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
年
）
。

毛
）
大
田
益
三
『
幕
末
維
新
尾
張
藩
薔
史
』
「
藩
書
及
び
町
害
」
一
三
’
三
○
頁
、
名
古
屋
市
醤
師
會
、
名
古
屋
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
年
）
。

（
○
大
野
一
英
「
文
武
の
町
、
文
芸
の
町
」
『
広
小
路
物
語
』
六
法
出
版
社
、
名
古
屋
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
年
）
。

兎
）
ヨ
九
八
七
年
度
医
療
行
政
要
覧
』
五
二
九
頁
、
医
療
行
政
資
料
調
査
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
年
）
。

（
一
ｅ
『
名
古
屋
市
史
』
「
人
物
編
第
二
浅
井
貞
庵
」
四
六
二
頁
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
年
）
。

（
二
）
『
尾
張
名
所
図
会
附
録
』
（
小
治
田
之
真
清
水
）
一
○
二
’
一
○
五
頁
、
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
複
刻
刊
行
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
年
）
。

（
三
）
『
稿
本
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
五
拾
年
史
』
三
頁
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
年
）
。

（
三
）
『
一
宮
市
史
資
料
編
』
五
四
六
○
号
（
明
治
三
年
）
、
一
人
立
療
治
願
の
届
。

（
西
）
茶
谷
悟
郎
『
半
田
地
域
に
承
る
幕
末
の
村
方
医
師
ｌ
亀
崎
村
医
師
願
達
留
を
中
心
と
し
て
ｌ
』
二
頁
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
年
）
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
カ
ル
テ
部
）

『
天
保
五
甲
午
年
二
月
薔
家
姓
名
録
』
名
古
屋
、
一
八
三
四
（
天
保
五
年
）
。

「
尾
張
蘭
方
医
の
始
祖
野
村
立
栄
」
『
文
化
財
叢
書
名
古
屋
文
化
史
談
第
二
集
』
第
六
五
号
、
一
六
Ｊ
、
二
○
頁
、
一
九
七
五
（
昭
和
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御
用
懸
瞥
師

番
号
一
氏
名
／
㈹
｜
出
身
／
親
ま
た
は
縁
者
輔
一
学

巧
馬
嶋
考
眼

鵡
渡
辺
玄
二
口

皿
一
伊
藤
玄
澤
田

蛇
若
山
東
庵

理
壺
井
宗
俊
。

加
永
坂
周
二
口

、
河
田
宗
達

３
桜
井
養
益
㈲

４
河
合
秋
山
㈹

２
｜
中
西
橘
造

８
｜
浅
井
宗
達
。

７
－
沼
波
仲
達
。

啼
一
嶬
唾
諦
跳
㈱

１
一
丸
淵
仲
山

９
｜
山
田
貞
石
⑲

表
一
『
天
保
五
甲
醤
家
姓
名
録
』
に
承
ら
れ
た
二
三
七
名
の
医
師
達

奈
倉
中
庵

御
黒
門
組
同
心

木
村
新
右
衛
門

小
鹿
周
達
改
名

沼
波
燗
翁

海
老
屋
町

桜
井
養
益

森
田
八
郎
右
術
門

駿
州
益
津
郡
長
楽
寺
村

中
西
陛
五
左
術
門

中
嶋
郡
下
丸
淵
村

小
兵
衛

勢
州
三
重
郡
日
永
村

清
水
吉
庵
弟

岐
阜
馬
嶋
大
将
坊
元
英

児
玉
玄
通

浅
井
宗
達

海
東
郡
津
島
村

若
山
春
男

三
州
足
助
八
幡
宮
社
人

成
瀬
左
京
弟

石
河
伊
賀
守
家
来

河
田
伴
蔵

永
坂
順
治

山
田
梁
山

（
的
函
）寛

政
十
二
壱
人
立

明
和
七
入
門

安
永
七

天
明
二
壱
人
立

寛
政
元
入
門

寛
政
六
願

寛
政
二
入
門

寛
政
十
二
願

寛
政
元

寛
政
九

寛
政
十

寛
政
十
二
壱
人
立

寛
政
六
壱
人
立

安
永
九
入
門

寛
政
元
願

天
明
八
入
門

寛
政
四

寛
政
十
二

享
和
元
壱
人
立

寛天天天
政明明肌
四八七六

願入入入
門門門

寛天
政明
八四

壱入
人門
立

安
永
二
入
門

天
明
元
入
門

天
明
二
願

明
和
四
願

天安
明永
元八

文
化
二

文
化
四
壱
人
立 IW

｜
教
授
名
一
専
攻
科

｜
趣
坪
唾
硫
識
齢

父
浅
井
宗
達

沼
波
周
達

＊
勝
田
三
雪

父
奈
倉
中
応

井
上
専
庵

駿
州
赤
坂
祐
達

駿
州
甲
田
春
適

駿
州
佐
々
木
元
龍

＊浅
井
平
之
丞

父
桜
井
養
益

井
上
専
庵

京
賀
川
玄
悦

卿
伊
藤
玄
澤

永
坂
義
二

＊
大
河
内
存
真

匡
茎
宋
一
蚕
兀

小
鹿
周
達

河
合
秋
山

京
吉
益
周
助

亀
井
宗
運

養
父
壷
井
楽
翁

沼
波
橘
翁

父
山
田
梁
山

京
香
川
太
沖

父
馬
嶋
大
智
坊

父
児
玉
玄
通

木
外
金

本
外 外ホ

眼
本

卜
、
的

木本針 *fl.外本 産本本 本 外木 木



ｍ
ｍ
の

御
目
見
得
嘗
師

33 32 31 30 29 2835 34 27 25 2326 1824 21 20 19 1722

浅
野
文
達
。

春
山
玄
長
日

養
子

井
深
玄
碩

加
藤
敬
順

平
出
順
益

箕竹
浦野
祥正
貞卓

船
橋
貫
道

河
田
東
作
凹

守
川
意
推
固

奈
倉
道
庵
伽

竹
内
寿
山
白

杉
村
尚
策
。

小
見
山
宗
法⑥

喜
多
川
隆
先。

菅
屋
順
詮
。

柴
田
洞
元

永
野
徳
元

戸
向
田
正
敬
一

浅
野
文
禎

御
徒
士
役

井
田
清
左
衛
門
弟

海
東
郡
蟹
江
本
町
村

甚
七

黒
御
門
同
心

竹
野
佐
治
右
衛
門

濃
州
安
八
郡
神
戸
村

惣
十
郎

小
普
請
組

高
田
忠
平

広
井
村
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左
衛
門
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郡
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治
見
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浅
七

春
日
井
郡
岩
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村

貞
四
郎

河
田
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計

守
田
意
推
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倉
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庵
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内
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策

喜
多
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先
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知
郡
山
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村

江
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与
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門
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宗
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屋
順
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澄
淡
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守
家
来

安
藤
六
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術

（
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寛
政
六
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門

享
和
三
壱
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立

寛
政
九
入
門

寛
政
十
一
入
門

文
化
四
壱
人
立

寛
政
三
入
門

文
化
二
壱
人
立

寛
政
四
入
門

寛
政
四
壱
人
立

天
明
四
入
門

寛
政
八
壱
人
立

幼
年
寛
政
二
入
門

寛
政
五
壱
人
立

寛
政
元
入
門

寛
政
十
一
壱
人
立

享
和
元

寛
政
五
壱
人
立

文
化
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壱
人
立

寛
政
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壱
人
立

安
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七
壱
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立

寛
政
十
二
壱
人
立

寛
政
三
入
門

寛
政
十
二
入
門

享
和
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壱
人
立

寛
政
十
入
門

文
化
四
壱
人
立

天
明
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入
門

寛
政
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明
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立

天
明
八
入
門

天
明
二
入
門

寛
政
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壱
人
立

天
明
七
入
門

寛
政
二
願

寛
政
十
一
入
門
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内
寿
山
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野
春
道

＊
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野
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伯
父
早
川
秀
悦

＊

山
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専
三
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井
平
之
丞

＊

林
龍
澤

＊柴
田
龍
溪

兼
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友
林

浅
野
昌
益
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村
林
建
仲

沼
波
周
達

河
合
秋
山

河
合
専
吾

西
山
玄
道

菅
屋
順
詮

＊
林
良
澤

＊浅
井
平
之
丞

＊浅
井
平
之
丞

父
喜
多
川
隆
先

父
河
田
主
計

守
田
意
推

父
奈
倉
道
庵

父
竹
内
寿
山
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屋
順
琢

＊大
河
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存
真
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岡
田
正
弼
口

養
子

井
上
専
庵
四

藤
左
龍
白

岡
野
春
林
白

宮
田
隆
輔
㈲

野
村
泰
順

関
春
華

小
川
宗
徳

野
村
立
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口

本
多
春
承
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岩
田
公
澤
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山
田
玄
案
白

花
田
恕
助
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桜
井
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二

石
川
立
安

長
束
宗
元
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井
上
専
庵

藤
蘭
宇

海
西
郡
平
島
新
田

伝
四
郎

橘
町
源
治

田
中
儀
庵

広
井
村
下
納
屋
町

宮
山
玄
喜

岡
野
春
達

御
歩
行
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已
下
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普
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比
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井
仁
左
衛
門

広
井
村

半
六

濃
州
中
島
郡
三
柳
村

山
Ⅲ
玄
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花
田
良
助

岩
川
公
澤
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村
立
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右
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立
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門
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八
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入
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八
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享
和
元
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八
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宗
元
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井
平
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鴫
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石
井
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澤
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亀
井
宗
運
田

桜
井
養
甫
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村
立
徳
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渡
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周
意

村
瀬
立
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加
納
龍
元

松
井
岱
良
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郎
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術
門

井
上
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郡
鯏
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宇
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松
澤
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郡
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村
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村
立
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亀
井
宗
運

御
馬
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り
組

甥
河
村
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四
郎

竹
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寿
山

日
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村
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玄
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村
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五
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入
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享
和
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立
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藤
蘭
宇
日

永
坂
泰
二
口

稲
田
嘉
門

春
山
玄
杏
四

神
波
延
仲
口

大
久
保
修
治
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川
昌
庵
口

永
野
分
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ロ
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林
常
元
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宮
田
文
吾
㈹

岡
本
文
亭
ロ

宮
崎
宗
仙
白

田
宮
春
登
画

加
藤
春
林
。

松
井
進
二
日

後
藤
大
助
日

橘
柳
新

新
美
慶
翁

宇
都
宮
尚
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春
龍
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左
門
治⑥
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入
町
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郎

藤
左
龍
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島
郡
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戸
村

久
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野
郡
大
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村

大
久
保
新
次
郎

香
川
昌
庵

春
日
井
郡
下
原
村

長
江
三
左
術
門

春
山
玄
長

永
野
徳
元

小
林
玄
斗

宮
田
隆
輔

岡
本
杏
翌
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割
○
組
同
心

服
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右
衛
門
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寿
山

加
藤
春
林
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門
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日
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郎
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人
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享
和
元

文
化
十
一
壱
人
立

文
化
元
入
門
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立

寛
政
九

文
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三
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願
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八
入
門

享
和
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入
門

享
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入
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四
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五
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叔
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玄
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藤
左
龍
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樹
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田
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宗
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玄
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樹
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縣
泉
庵
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田
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仙
口
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松
山
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田
鳳
助
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田
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介
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田
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野
春
達
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喜
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俊
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服
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玄
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塩
春
章

山
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一
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神
波
改
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西
村
周
景
白

神
波
瑞
仙
白

和
田
東
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永
坂
周
輔
白

沼
波
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辺
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四
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日

伊
東
春
甫
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岡
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礼
蔵

山
本
化
一
⑤

山
田
貞
元
田

喜
多
川
隆
先

伊藤服富
勢町部永
屋領又
六蔵八
兵郎
術家

来

竹
内
寿
山

沼永
波坂
仲周
達二

知
多
郡
大
野
村

林
隆
輔

渡
辺
周
安

西
村
遮
玄

門
前
町

九
兵
衛

中
嶋
郡
串
作
村

藤
十
郎

知
多
郡
緒
川
村
医
師

水
野
東
易

知
多
郡
常
滑
奥
条
村

平
左
衛
門

知
多
郡
西
瑞
村
医
師

小
田
隆
作

山
田
貞
石

（
の
国
）文

政
六
壱
人
立

文
化
元
入
門

文
化
十
壱
人
立

文
化
元
入
門

随
身
文
化
十
壱
人
立

文
政
六
壱
人
立

文
政
七
壱
人
立

文
政
八
壱
人
立

文
政
八
壱
人
立

文
化
六

文
政
元
壱
人
立

文
化
十

文
政
二
壱
人
立

文
化
十
一

文
政
六
壱
人
立

文
政
八
壱
人
立

文
化
十
四

文
政
九
壱
人
立

享
和
二
入
門

文
化
九
壱
人
立

天
明
七

文
化
四

文
化
四
壱
人
立

文
化
四
入
門

文
化
十
三
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
七

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
入
門

文
化
元

文
政
六
壱
人
立

文
化
八

文
政
二
入
門

文
政
四
壱
人
立

＊浅
井
平
之
丞

父
喜
多
川
隆
先

父
竹
内
寿
山

本
多
春
承

小
１
上
Ｌ
》
ド
い
Ⅳ

４
↑
４
ゾ
ブ
イ
イ
ー

＊
小
鹿
淳
施

祖
父
川
本
太
一

若
山
東
庵

父
沼
波
仲
達

永
坂
養
二

＊浅
井
平
之
丞

養
父
神
波
船
樹

父
永
坂
周
二

父
渡
辺
周
安

渡
辺
玄
二

父
林
隆
輔

京
林
立
見

養
父
和
Ⅲ
桃
仙

河
合
秋
山

兄
渡
辺
周
意

養
父
神
波
瑞
仙

船
橋
撒
道
寄
宿

京
賀
川
玄
岱

同
郡
木
全
玄
英

加
藤
正
庵

＊浅
井
平
之
丞

紀
州
花
岡
随
賢

山
田
貞
石

京
香
川
太
仲

同
郡
柴
田
龍
淳

山
本
太
一
寄
宿

所＃
木本
小小

外
金

の
①
め

本本産 本本本



三
段
席
瞥
師

鈍Ｉ
伊
東
周
適
口

蠅
高
橋
良
雪

恥
黒
田
周
庵

Ⅳ
三
輪
禎
造
口

配
見
田
啓
玄
。

”
大
野
玄
庵
臼

叩
尾
頭
中
耆

剛
菅
孟
平

叩
安
藤
玄
中
日

145 144 143 剛
伊
藤
純
助

剛
佐
枝
玄
通
岡

唖
金
子
久
計
口

脇
中
野
寛
二

鰯
稲
葉
数
馬

鵬
壺
井
宗
圭
日

吻
高
田
貞
純
○

配
井
深
玄
道
。

”
菊
池
寿
山
。

寺
の
③

梅
澤
順
二

吉
川
文
之
進。

長
崎
桂
山
口

濃
州
大
野
郡
唐
栗
村

若
園
玄
達

御
持
筒
組

竹
内
平
右
術
門

広
井
村

源
右
術
門

小
桜
町

松
葉
屋
伊
兵
術

御
城
代
組
同
心

水
谷
貞
市

和新助石
泉町三町
屋郎
新
七

広
井
村

米
屋
徳
治
郎

佐
枝
玄
通
甥

長
崎
玄
度

大
野
建
徳

船
入
町
針
医

三
輪
幽
玄

見
田
啓
玄

駿
河
町
針
医

藤
勿
当

岩
塚
村

佐
右
衛
門

高
田
止
敬

井
深
玄
碩

菊
池
寿
山

新
御
番

稲
葉
滕
左
衛
門

壺
井
宗
俊

（
つ
め
）

文
化
十
四
壱
人
立

文
化
五
入
門

文
化
六
入
門

文
化
十
四
壱
人
立

享
和
三
入
門

文
化
十
四
壱
人
立

寛
政
七
壱
人
立

安
永
七
入
門

天
明
七
壱
人
立

寛
政
元

寛
政
十
一

文
化
十
四
壱
人
立

寛
政
十
二
願

寛
政
十
入
門

文
化
三
壱
人
立

享
和
二
入
門

文
化
六
壱
人
立

寛
政
九
入
門

文
化
十
壱
人
立

天
明
元
入
門

天
明
七
壱
人
立

文
政
七
壱
人
立

文
化
八
入
門

文
政
三
壱
人
立

文
化
十
入
門

文
政
五
壱
人
立

文
化
八

文
化
十
四
壱
人
立

文
化
九
入
門

文
政
元
壱
人
立

文
政
十
壱
人
立

文
化
八
入
門

文
政
十
壱
人
立

文
化
十
三

文
政
六
壱
人
立

文
化
十
五

文
政
十
壱
人
立

浅
野
玄
甫

香
川
昌
庵

伊
藤
玄
澤

柴
田
洞
元

＊柴
Ⅲ
龍
溪

大
鶴
活
庵

山
田
梁
山

沼
波
橘
翁

＊
山
碕
真
人

花
冊
良
助

父
若
園
玄
達

沢
井
玄
周

＊小
鹿
淳
庵

＊
小
鹿
淳
庵

河
合
秋
山

神
波
船
樹

菅
屋
順
詮

田
中
倉
吉

父
菊
池
寿
山

＊菊
池
立
元

父父父永
井商壷坂
深田井周
玄正宗二
砿敬俊

本本

本外外
金金

本
外

本本
針小 蔦ポポ本

小
本本本 本 本 本 本本 本



148 147 146l釦 149152 151153154l艶155I弱 157l的 159162 161l母

平
平
登
門

東
方
令
達

馬
嶋
慶
元
白

玉
井
貞
二

桜
井
祐
二
。

川
田
友
斎
。

山
田
主
水

石
井
桃
山

服
部
昌
元
他

岡
田
文
仲
白

中
川
順
二
○

熊
沢
強
二

佐
々
木
春
達

河
野
善
良
㈲

木
村
一
得

本
田
道
碩

碓
氷
武
之
進

長
尾
左
仲

広
井
祢
宜
町

平
八
濃
州
中
嶋
郡
東
方
村

武
右
衛
門

馬
鴫
大
智
坊

伊
勢
山
田
下
館
町

玉
井
曽
平

愛
知
郡
赤
池
村

七
右
衛
門

御
中
間
頭
松
田
茂
平
組

寺
田
市
之
右
衛
門

桜
井
桂
二

川
川
勿
当

服
部
松
斎

岡
田
正
弼

中
川
順
二

濃
州
本
巣
郡
穂
積
村

庄
左
衛
門
弟

河
野
善
良

御
先
手
物
頭
加
藤
定
左
衛

門
組
熊
沢
小
右
衛
門

木
村
新
一
郎

山
吹
儀
兵
衛
家
来

本
田
忠
右
衛
門

碓
氷
軍
吉
後
室
清
照
院

末
広
町

木
屋
左
助

（
【
、
）寛

政
九
壱
人
立

文
化
十
入
門

文
政
七
壱
人
立

文
化
十
一
入
門

文
政
六
壱
人
立

文
化
十
三
入
門

文
政
八
壱
人
立

文
化
三
入
門

套
竝
峨
什
叫
郡
人
立

文
化
三
入
門

文
化
十
二
壱
人
立

寛
政
八
入
門

文
化
六
壱
人
立

文
化
五

文
政
三
壱
入
立

文
化
三
入
門

文
化
二
入
門

文
化
六
入
門

文
化
十
一
壱
人
立

文
化
八
壱
人
立

文
政
四
壱
人
立

文
化
九
入
門

文
化
十
一

文
政
四
壱
人
立

文
化
四
入
門

文
化
五

文
化
十
四
壱
人
立

文
化
九

文
化
十
入
門

文
化
十
二
入
門

文
政
三
入
門

文
政
七
入
門

文
政
七
壱
人
立

文
化
十
入
門

文
政
六
壱
人
立

寛
政
五
入
門

享
和
三
壱
人
立

岩
田
公
澤

起
宿
八
木
良
慶

父
馬
嶋
大
智
坊

＊浅
井
平
之
丞

河
田
東
作

永
坂
養
二

関
春
水

＊浅
井
平
之
丞

江
馬
春
齢

父
川
田
勿
当

父
桜
井
桂
二

＊吉
田
玄
覚

井
深
玄
砿

＊
石
井
隆
庵

父
中
川
順
二

大
鶴
活
庵

吉
雄
常
庵

＊
加
藤
常
仙

＊浅
井
平
之
丞

父
岡
田
正
弼

＊

小
林
亮
適

＊勝
田
三
雪

＊吉
田
玄
覚

＊勝
野
現
喜

＊
山
碕
専
三

新
美
慶
翁

柴
田
洞
元

中
西
橘
造

一
ノ
宮
森
太
仲

＊
並
河
芳
寿

本
小
産

限雛奔閾鼎本本舗本本本
針小針所本 本外本針本本針本 本



184 l団l田 181 l閲 17ヲ 178 1万 176 174175 l刀 172 1＄171 170 165 164I的 1671砧 ①
、
の

林
道
栄

梅
村
玄
芳

山
田
台
輔
日

野
村
連
二
口

矢
野
仙
二

平
野
道
元

加
藤
貞
元
。

宇
都
宮
常
元日

伊
東
主
斗

菊
川
尚
慶

井
上
立
安
㈲

土
屋
周
輔

石
川
泉
吾

浅
野
泰
二

永
井
謙
斎

岡
山
良
貞
。

加
藤
玄
意
。

大
橋
台
山

岡
林
龍
達
四

山
田
泰
淳

伊
佐
松
山

濃
州
羽
栗
郡
柳
津
村

茂
兵
衛

愛
知
郡
野
田
村

富
八

山
田
春
甫

御
徒
格
小
普
請

矢
野
只
四
郎

百
人
組
同
心

平
野
有
助

加
藤
良
策

東
田
町

伊
東
春
甫

野
村
泰
順

宇
都
宮
尚
山
養
子

成
瀬
織
部
家
来

館
野
分
七

井
上
専
庵

御
先
手
組
同
心

小
出
喜
右
術
門
弟

伝
馬
町

美
戸
五
口

愛
知
郡
一
色
村

吉
蔵
愛
知
郡
荒
井
村

永
井
定
右
衛
門

岡
本
杏
里

岡
林
龍
達

遠
山
較
負
家
中

山
田
貞
太
郎
弟

加
藤
導
意

竹
腰
山
城
守
家
中

伊
佐
七
十
郎

亜栄
右出
術Ⅲ｣．
門

（
ふ
め
）

文
政
二
入
門

文
政
六
壱
人
立

文
化
九
入
門

文
政
六
壱
人
立

文
化
十
入
門

文
化
十
三
入
門

文
政
六
壱
人
立

文
化
十
二
入
門

文
化
十
四
入
門

文
政
七
入
門

文
化
九
入
門

文
政
四
壱
人
立

文
化
七
入
門

文
政
三
壱
人
立

文
化
九
入
門

文
政
四
壱
人
立

文
化
一
入
門

文
化
八
壱
人
立

文
化
十
二
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
四
入
門

文
化
七
入
門

文
化
七
入
門

文
政
三
壱
人
立

享
和
二
入
門

文
政
十
壱
人
立

文
化
十
三
入
門

文
政
十
壱
人
立

文
政
元
壱
人
立

文
化
九
入
門

文
化
八
入
門

文
化
十
一
入
門

文
政
五
壱
人
立

文
化
十

文
政
五

文
政
八
壱
人
立

文
政
八
入
門

文
化
十
三
入
門

文
政
八
壱
人
立

父
山
田
春
甫

神
波
瑞
仙

箕
浦
祥
卓

神
波
首
七

八
木
養
碩

父
加
藤
良
策

浅
井
宗
達

長
束
宗
元

父
伊
東
春
甫

永
坂
養
二

＊浅
井
道
順

竹
野
正
卓

同
村
伊
藤
俊
司

丸丸菅
淵淵屋
仲仲順
山山詮

父
岡
本
杏
聖

菅
屋
順
詮

同
郡
梶
原
東
平

神
波
瑞
仙

京
沢
田
良
達

＊
児
島
倍
之
丞

八
木
養
碩

＊吉
田
玄
覚

神
波
瑞
仙

稲
葉
玄
珊

＊
山
碕
菜
如
翁

神
波
珊
仙

＊勝
田
三
雪

高澤
科、
存喜
敬安

木
外
金

本
外
金

本
外
金

本木
針ハ
／I

f本外ポ本
本
針 本木ホ

本
小
本
小

本
小

本
針

本 本 本 木
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若
山
宣
庵
一

松
浪
安
養

江
場
秀
仙
。

大
鶴
元
徳
⑤

梶
田
正
平

後
藤
道
達

加
藤
龍
二

安
井
長
二

服
部
玄
吾
白

麻
谷
吉
蔵

間
宮
良
達

古
河
隆
朴
口

多
川
東
玉

（
四
段
席
）
醤
師

若
山
正
達
大
久
保
見
町

若
山
半
右
術
門

浅
井
元
徳
広
井
善
吉

桂
川
東
吾
○

勝
野
秀
之
進白

板
山
保
江

伊
藤
豹
治

辻
林
祥
達
四

神
戸
周
敬
。

五
藤
隆
庵

広
井
小
島
落
町

若
山
東
庵
弟

多
儀
造
弟

東
田
町

勘
蔵
桶
屋
町

美
濃
屋
栄
助

江
場
秀
仙

源濃
吉州
葉
栗
郡
伏
屋
村

葉
栗
郡
黒
川
村

源
右
術
門

○山
屋田

利町
吉本
重
町

園
町
御
幸
八

下
七
間
町

伊
東
専
安

富
尚
益

高
須
御
家
中

朝
比
奈
治
右
衛
門
弟

茶
屋
町

か
の
広
井
新
兵
術

御
園
片
町

一
色
屋
半
左
衛
門

大
野
建
徳

桂
川
東
敬

加
藤
大
進

辻
林
幸
施

神
戸
周
敬

（
ぬ
の
）

享
和
元
入
門

文
化
七
壱
人
立

文
化
八
入
門

文
政
三
壱
人
立

文
化
七
入
門

文
政
三
壱
人
立

文
化
五
入
門

文
化
八
入
門

文
政
三
壱
人
立

文
化
十
四
壱
人
立

文
化
三
入
門

文
化
五
入
門

文
化
十
四
壱
人
立

文
化
五
入
門

文
化
十
一
入
門

文
政
二
壱
人
立

文
化
二
入
門

文
化
十
壱
人
立

文
化
三
入
門

文
化
十
壱
人
立

文
化
三
入
門

文
化
十
三
壱
人
立

文
化
三
入
門

文
化
十
二
壱
人
立

文
化
九
入
門

文
化
十
一

享
和
元
壱
人
立

天
明
四
入
門

寛
政
五
壱
人
立

天
明
六
入
門

安
永
七
入
門

寛
政
二
壱
人
立

天
明
八
入
門

寛
政
十
二
壱
人
立

文
政
九
入
門

文文文
政政政
八四二
入入

門門

文
政
二
入
門

ユー

万《 蜘
確
竝
麹

若
山
元
蔵

神
波
首
七

箕奈
浦倉
祥仲
貞庵

佐
枝
玄
通

佐
枝
玄
達

岩
川
公
澤

岩
田
公
澤

喜
多
川
隆
先

＊柴
川
龍
溪

長
上
昌
達

長
上
左
門
治

＊服
部
景
玄

黒
田
周
庵

河
合
秋
川

父
神
戸
周
敬

菅
屋
順
詮

舟
橋
貫
道

舟
橋
貫
道

奈
倉
道
庵

大
橋
丹
治

＊勝
川
三
雪

＊吉
川
玄
覚

伊
藤
文
郁

吉
益
周
助
一
本
外 本
本
外
金

本
外

本
小

本
婦 ボ本烹節本本 針本 本

卜
の
め

士
卜本 本
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つ
め

稲
生
三
省

尾
頭
定
施
。

小
島
金
吾

木
村
倦
斎

金
子
真
一

佐
藤
元
二
○

春
木
宗
砿

鈴
木
景
山

安
田
春
作
。

佐
藤
玄
仙

横
井
良
策

栗
木
東
二

佐
々
木
龍
石

鶴
見
玄
橘

八
木
立
二
○

大
石
代
助
○

近
藤
泰
順

鈴
木
玄
詞
○

後
藤
儒
六

野
田
順
貞

愛
知
郡
高
畑
村

小
島
鹿
内

愛
知
郡
下
一
色
村

権
左
衛
門

志
水
池
町

文
右
衛
門

尾
頭
中
普

赤
塚
町

》
」
し
Ｇ

佐
藤
元
二

安濃喜門
田州平前
春海町
亭西
郡
大
和
「1I

村

海
東
郡
東
条
村

紋
右
術
門

樽
屋
町

喜
作
広
井
村

佐
兵
衛

成
瀬
隼
人
正
家
来

佐
藤
利
平

日
置
旅
篭
町

米
屋
与
吉

伝
馬
町

助
蔵

大大押
石柳切
隆元村
助真馬
喰
町

新
町
藤
屋
与
兵
衛
弟

鈴
木
春
東
重
信

赤
塚
町

清
吉

不
天

（
寸
印
）文

化
七
入
門

文
政
五
壱
人
立

文
化
九
入
門

文
政
五
壱
人
立

文
化
六
入
門

文
政
五
壱
人
立

文
政
五
願

文
化
十
入
門

文
政
六
壱
人
立

文
政
六
壱
人
立

享
和
元
入
門

文
化
九
壱
人
立

幼
年

文
政
六

文
政
六
壱
人
立

文
政
十
入
門

天
保
六
壱
人
立

文
政
八

文
化
十
二
入
門
立

文
政
七
壱
人

文
化
七
入
門

料
化
十
二
入
門

文
政
七
壱
人
立

文
化
八
入
門

文
政
七
壱
人
立

文
化
八
入
門

文
化
十
一
入
門

文
政
六
入
門

文
政
七
壱
人
立

文
政
六
壱
人
立

文
政
六
壱
人
立

文
化
十
一
入
門

文
政
六
壱
人
立

文
化
十
入
門

文
政
七
壱
人
立

文
化
元
年
入
門

文
化
十
三
入
門

文
政
八
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
九
壱
人
立

＊浅
野
春
道

浅
井
宗
達

京
吉
益
周
助

大
鶴
活
庵

花
田
恕
助

沼沼
波波
仲橘
達翁

宮
田
隆
輔

＊浅
井
平
之
丞

父
安
田
春
亭

京
加
藤
道
一

大
鶴
活
庵

林
昌
庵

菅
屋
順
詮

馬
嶋
大
智
坊

服
部
玄
策

長
束
宗
元

田
島
養
元

田
中
倉
吉

＊柴
田
龍
溪

岡
崎
浅
見
朝
三

勝
幡
大
江
長
周

大
鶴
活
庵

父
鈴
木
春
東

江
戸
高
野
香
養

神
波
瑞
仙

松父父
枝大大
春石柳
卿隆元
助真

菅
屋
順
詮

針本
小本
婦

本
外

本
外
金 掛本

木
針眼謂

本本
外外↑本本 本本本
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師
名
下
の
０
内
の
漢
数
字
は
医
家
と
し
て
の
代
を
示
す
。
師
の
上
の
年
号
は
師
へ
の
入
門
年
を
、
入

門
と
明
記
し
て
な
い
場
合
も
お
そ
ら
く
そ
の
年
が
入
門
年
と
思
わ
れ
る
。
壱
人
立
年
は
そ
の
上
に
年
号

で
示
し
た
。
帥
と
の
関
係
は
そ
の
頭
に
父
、
伯
父
、
養
父
な
ど
で
示
し
た
。
師
の
居
住
地
が
名
古
屋
以
外

の
場
合
に
は
そ
の
前
に
地
名
が
記
し
て
あ
る
。
京
、
江
戸
、
大
垣
、
岐
阜
、
岡
崎
、
津
島
、
一
ノ
宮
、

起
宿
は
そ
れ
ぞ
れ
今
の
京
都
市
、
東
京
都
、
岐
阜
県
大
垣
市
、
岐
阜
市
、
愛
知
県
岡
崎
市
、
津
島
市
、

一
宮
市
、
尾
西
市
の
内
で
あ
る
。
剛
の
下
小
田
井
は
愛
知
県
海
部
郡
西
枇
島
町
、
卸
の
勝
幡
は
同
郡
美

和
町
の
内
で
あ
る
。
師
の
居
住
地
が
弟
子
と
同
じ
と
き
は
同
郡
、
同
村
で
示
し
た
。
駿
州
、
丹
州
、
紀

州
、
濃
州
、
三
州
は
そ
れ
ぞ
れ
駿
河
、
丹
後
、
紀
伊
、
美
濃
、
三
河
の
国
で
あ
る
。
出
身
地
が
尾
張
国

以
外
は
そ
の
国
名
か
ら
、
尾
張
国
内
は
郡
か
ら
、
名
古
屋
は
町
か
ら
示
し
た
。
名
古
屋
在
住
の
医
師
に

は
川
身
町
村
の
記
戦
が
な
い
。
＊
は
尾
張
蒲
医
で
あ
る
・
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
丸
印
で
示
し
た
。

羽7鰯6 幻5

戸
川
鼎

奥
川
文
常

伍
明
天
助

鈴
木
礼
助

加
藤
文
敬

野
村
勝
治

高
木
元
格

林

宗
二

井
上
仙
助

江
崎
春
齢

岡
旧
宗
順

鉄
砲
塚
町

戸
川
勿
当

今
村
門
蔵

長中源下藤西修知
左ll鳴兵七兵鍛験多
衛郡衛間術治多郡
門阿町町門北
古院方
井村
村

海
東
郡
津
島

伝
右
術
門
弟

丹
羽
郡
五
明
村

周
右
衛
門

（
、
的
）

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
二
入
門

文
政
六

文
政
七

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
二
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
一
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
一
入
門

文
政
六
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
九
壱
人
立

文
化
十
四
入
門

文
政
二

天天天文
保保保政
五五四八

壱壱入
人人門
立立

加
賀
文
匹

津
島
大
橋
周
二

津
島
松
原
章
破

菅
屋
順
詮

菅
屋
順
詮

＊賀
嶋
道
圓

大
久
保
修
治

神
波
船
樹

河
合
秋
山

野
村
立
栄

神
波
船
樹

同
郡
有
馬
元
良

京
川
越
佐
渡
介

京
加
藤
道
一

安
芸
良
平

本藤
小金 木本‘

本
外外斑
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３
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ｏ



PhysiciansduringtheTempo-PeriodinNagoya

byKazunObUYAMAUCHI

◎
ｏ
郡

Thephysician'slistpreparedbyDr.RyueiNomurainl834wasanalyzedandthefbllowingitems

wereinvestigated;Ophysician'slineage(physician,farmer,merchant,warriorclass,etc.);their

masters;trainingperiod;and@clinics.Fifty-three%ofthephysicianswere'fiomaphysician'sftlmily,

andtheotherswercfi℃mfarmer's,merchant'sandthelower･warriorclasses,indicatingthatphysicians

wantedtomaketheirownsuccessors.

MostphysiciansstudiedinNagoyaandsomestudiedinKyoto.Themeantrainingperiodwas

10.4years,and70%ofthetraineesstudiedfi､om9tol2yearstobeaPhysician.Mostofthem(95%)

studiedmedicine,27%surgery,21%pediatrics,11%acupuncture,and5%obstetricsandgynecology・Very

fbwstudiedophthalmology,oralsurJryandDutchlearning.Thepresentstudyclari6edthemedical

situationinNagoyaattheendoftheEdoperiodwhenwesternmedicinehadnotyetbeenintroduced

toJapan.
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